
  

 

ヘー ゴーヴィンダ ヘー ゴーパーラ 

 

he goivNd, he gopal, he goivNd raqo xr%| 
Ab to jIvn hare£D_Å 

he govinda, he gopāla, he govinda rākho śaraṇa | 

aba to jīvana hāre || 
 

おお、ゴーヴィンダ！ おお、ゴーパーラ！ おお、最愛のクリシュナ神よ、 

私を守り、かくまってください。 

私は窮地にあります。命を落としてしまいそうです。 

 

nIr pIvn hetu gyo, isNDu k´ iknare| 
isNDu bIc bst g/ah cr% D•r p+are£1Å 
nīra pīvana hetu gayo, sindhu ke kināre | 

sindhu bīca basata grāha caraṇa dhari pachāre || 
 

ゾウの王ガジェーンドラは、湖に水を飲みに行った。 

湖の中にはワニが住んでいて、 

ゾウを襲い、足に食い付いた。 

 

car πhr yu› wyo lE gyo m~)Dare| 
nak-kan #ubn lage k—Z% ko pukare£2Å 

cāra prahara yuddha bhayo lai gayo mañjhadhāre | 

nāka-kāna ḍubana lāge kṛṣṇa ko pukāre || 
 

ゾウの王は何時間も格闘したが、 

ワニはゾウをどんどん深く水の中に引きずり込んだ。 

鼻も耳も水に浸かり、 



  

もう溺れる一歩手前のその時、 

ガジェーンドラはクリシュナ神に向かって叫んだ。 

 

√arka me= xBd gyo, xor wyo ware| 
x=q-c˚-gda-p‡, g;#Ø lE isDare£3Å 

dvārakā mẽ śabda gayo, śora bhayo bhāre | 

śaṅkha-cakra-gadā-padma, garuḍa lai sidhāre || 
 

この必死の懇願は、クリシュナ神の住むドゥワーラカーに届き、 

絶叫が響いた。クリシュナ神は―― 

ほら貝、円盤、つち矛、そしてハスの花を手に―― 

ワシのガルダにまたがり、彼の信奉者を助けに飛んで行った。 

 

sUr khe Xyam suno, xr% hE ithare| 
AbkI bar par kro, nNd k´ dulare£4Å 

sūra kahe śyāma suno, śaraṇa hai tihāre | 

abakī bāra pāra karo, nanda ke dulāre || 
 

スールダースは言う。聞いてください、おお、深い青色をした神よ、 

おお、ナンダの最愛の息子よ。私はあなたに庇護（ひご）を求めます！ 

私を持ち上げ、この世俗の大海を無事に渡らせてください。 
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